
県からのお知らせ施設インフォメーション
※11月1日時点の情報です。その後、中止や延期となる場合があります。開催に関する最新情報はホームページなどでご確認ください。
★印は前売り券などが必要な有料のイベントです（他は入場無料）。予定につき内容が変更される場合があります。

各施設に来館いただく際は、各施設が行う感染症対策に
ご協力をお願いいたします。

●12月16日（土）～3月24日（日）
　新公開史料展（福島県歴史資料館展示室）
●12月16日（土）・17日（日）
　福島県高等学校文化連盟写真専門部
　令和5年度県北地区写真展
●12月24日（日）
　福島オペラ協会 第13回メンバーズコンサート★
●1月6日（土）・7日（日）
　舞台技術ワークショップ（高校生向け） ★
●1月13日（土）・14日（日）
　舞台技術ワークショップ（一般向け） ★

とうほう・みんなの文化センター
福島市春日町5-54　☎024（534）9191 

●12月1日（金）～3日（日）
　2023 ふくしま冬ニットフェア
●12月13日（水）献血イベント
●1月20日（土）～21（日）ふくしまSDGs未来博

ビッグパレットふくしま
郡山市南二丁目52　☎024（947）8010

　

●1月9日（火）～1月15日（月）
　令和5年度阿武隈川上流児童図画コンクール
　入賞作品展示
●1月19日（金）～1月21日（日）
　第24回県工建築展「建築科卒業作品展」

コラッセふくしま
福島市三河南町1-20　☎024（525）4098

除雪作業は誰かと一緒に行いましょう！

お  願  い お  願  い

自転車に乗るなら、
ヘルメット着用と保険加入を！

　大雪による被害や除雪中の事故が発生しやすい季節です。
安全対策を講じて、事故を防ぎましょう。

　自転車乗用中の交通事故で亡
くなられた方の死亡原因の約6割
は、「頭部」の負傷です。大切な
命を守るため、自転車を利用する
ときはヘルメットをかぶりましょう。
　また、福島県では、自転車損
害賠償責任保険等への加入が義
務となっています。保険等に加入
しているかの確認や、自転車の定
期点検を行いましょう！ 

開催期間　　 料金　　 休館日開 料 休

　福島県のスローガンに思いを重ね、
「実現」に向けた取り組みを実施する
方々やPRツールを積極的に掲出いた
だける方々を「ひとつ、ひとつ、実現
する ふくしま 広報隊」として募集して
います。
　本リポートでは、広報隊の活動を
ご紹介します。

地域の農業とコミュニティの力にを実現する。

ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま 検 索

　 県庁広報課  ☎024（521）7124問

缶バッジなど広報隊グッズをつけてPRしよう！
福島県スローガン広報隊募集中！
※PRツール等はご協力いただける方に無償で
　送付しています。

広報隊実現活動リポート

特定非営利活動法人「野馬土」の皆さん

福島県文化財センター白河館　まほろん
白河市白坂一里段86　☎0248（21）0700

縄文土器
(二本松市塩沢上原A遺跡)

戦後ふくしまの考古学2
－高度経済成長期の発掘調査－
　昭和40～50年代に東北新幹
線や東北自動車道建設などの大
規模開発に伴い行われた発掘調
査と、これを推進した行政による
文化財保護について当時の資料
から振り返ります。
　 1月20日（土）～3月10日（日）
　 無料　　 月曜日（2月12日は開館）、2月13日（火）
開
料 休

ふくしまぼうさいウェブ 検 索

　県庁災害対策課　☎024（521）7194問

「高次脳機能障がい」相談窓口のお知らせ

案  内

　事故や病気で脳が損傷を受けると、記憶力、集中力、物
事を順序立てて実行する力や、意欲や感情をコントロールす
る力などに障がいが生じ、社会生活に支障をきたす場合があ
ります。これらを「高次脳機能障がい」といいます。
　この障がいは分かりづらいこともあり、周囲の理解を得る
ことが難しいと言われています。県では、高次脳機能障がい
の相談窓口として、県内6カ所に圏域支援拠点を開設してい
ます。もしかしたら…とお悩みの方はご相談ください。

福島県高次脳機能障がい支援室 検 索

　福島県高次脳機能障がい支援室
　（総合南東北病院内）
　☎024（934）5680

問

　県庁生活交通課　☎024（521）7158問
福島県自転車条例 検 索

環境水族館　アクアマリンふくしま
いわき市小名浜字辰巳町50　☎0246（73）2525

　クリスマスシーズンに合わせて「アク
アマリンクリス鱒」を開催します。今年
は魚の「鱒」がテーマです。高さ5.5mの
クリスマスツリーが登場します。もちろ
ん、クリスマスツリーの飾りやイベント
も「鱒」づくしです。今年のアクアマリ
ンイルミネーションは、貝殻やシーグラスで作られた作品が
マリンシアターで光り輝き、日中でも夜のように光の芸術を
ご覧いただけます。12月23日（土）、24日（日）は開館時間
を午後7時まで（入館は午後6時まで）延長しますので、素
敵な夜の水族館をお楽しみください。

アクアマリンクリス鱒（マス） 過
去
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　 11月25日（土）～ 12月25日（月）
　 一般・大学生1,850円、高校生・小中学生900円、
　  未就学児無料　　     年中無休

開
料

休

の  ま  ど

●除雪作業は、家族など身近な人に声をかけてから、必ず
　2人以上で行い、ヘルメットや滑りにくい靴などを着用
　して行いましょう。
●危険性が高い「屋根の除雪」を行う際は、
　①建物の周りに雪を残して
　②はしごをしっかりと固定
　③安全帯、命綱を装着　を忘れずに行いましょう。
●疲れたら休む！焦らない！油断禁物！を合言葉に。
　なお、除雪中は何かあった際、すぐに連絡を取れるよう
　に「携帯電話」を身に付けておきましょう。

催  し

　青少年が創り上げたデジタルアート
作品（静止画・動画）の展覧会を開催
します。VR体験・デジタルお絵描き
体験など、楽しい企画も盛りだくさん
です。1月27日（土）には、アニメーショ
ンディレクター・伊藤有壱氏、福島大
学教授・渡邊晃一氏による講演も（特設ホームページから
要申し込み）。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
※入場料・参加費無料

「FUKUSHIMA Next Creators 
Challenge 2023」いわき展

FNCC 福島　 検 索

　県庁文化振興課　☎024（521）7154問

　 1月26日（金）～28日（日）
　  午前10時～午後5時 ※最終日28日(日)は午後4時閉会
日時

会場　 いわき産業創造館 企画展示ホール（LATOV6階）

福島県立美術館
福島市森合字西養山1　☎024（531）5511
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　福島県伊達市出身の精神
科医・金子元久氏は、現代
日本版画や蔵書票の収集家
でもあります。本展では黒崎

彰や柄澤齊ら戦後の日本版画
界を代表する作家から、シャ
ガールのポスターまで約300
点の作品を通して、同氏のコ
レクションの全貌に迫ります。

現代版画の小宇宙　金子コレクションから

　 11月21日（火）～ 12月27日（水）
　 一般・大学生1,000（800）円、高校生600（500）円、
　　小・中学生400（300）円　※（ ）内は20名以上の団体料金
　 月曜日、11月24日（金）

開
料

休

からさわひとし

福島県立博物館
会津若松市城東町1-25　☎0242（28）6000

特集展「古い道具と昔のくらし
～今の生活と比べてみよう～」

　 1月13日（土）～3月17日（日）
　 一般・大学生280円、高校生・小中学生は無料
　 月曜日（2月12日は開館）、2月13日（火）

開
料
休

氷冷蔵庫(当館蔵)

　私たちのくらしとその中にあふれ
る道具は、すごいスピードで進歩し
ています。それによって便利になっ
たことはもちろんですが、一方で失っ
てしまったものもあります。この特
集展では、身近な生活の道具をテー
マに、私たちのくらしのさまざまな
移り変わりをご紹介します。未来の
ために、過去の生活から学べるもの
がきっとあるはずです。

　特定非営利活動法人「野馬土」は、東日本大震災
で被災した農家の皆さんを中心に、2012年10月に設
立されました。食品の放射能検査・土壌測定や被災地
の視察ガイドツアーのほか、地域の農産物を使ったも
のづくり体験や地域のコミュニティ再生につなげるさま
ざまな交流イベントを開催しています。これからも自分
たちのまちの今と未来にワクワク感を持ちながら、農
家の皆さんと二人三脚で、福島の農業復興に向けてひ
とつ、ひとつ、実現していきます。

読者からの
お便り

2023年
12月号 14

創刊300号おめでとうございます。いつも拝見させていただいてます。福島県って広いですね。
私の知らないことばかり。いろんな情報楽しみにしています。（60代 白河市）


